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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

（A・K）

　第57回  学院卒業式が挙行された。来賓、
保護者、役職員、１・２年生が参加し一部で
マスク着用の義務はあるものの、コロナ禍以
前のように進められた。卒業証書授与、学院
長及び来賓の挨拶まで我慢していた涙が、
卒業生から保護者へ送る感謝の言葉で自然
と頬を流れる参加者が多数見られた。当日夜
の謝恩会も久しぶりに開催され、57期生笑顔
の旅立ちとなった。
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「Withコロナ」社会

監事　増田 憲元

　新型コロナウイルス（COVID-19）によって世界が翻弄され丸３年が経過しました。

　　　全世界の感染者数：約６億７千万人

　　　　　　　死亡者数：約７百万人

　　　　国内の感染者数：約３千３百万人

　　　　　　　死亡者数：約７万２千人

　この間社会は大きな変貌を遂げ、それ迄の日常が失われました。当たり前と思っていた暮

らしや安全がいとも簡単に奪われ、平穏な毎日の暮らしがいかに貴重なものかをこのコロナ

禍から学びました。

　我々の業界においてもこの期間の受診抑制により、患者の症状が悪化しているケースの実

態も明らかになりました。

　日本中が疲弊する中、政府は経済回復を揚げ「Withコロナ」に向けた新たな段階へ舵を

切りました。我々医療人としては、どうしても健康面に目を向けがちですが、社会全体とし

ては、経済政策を重要視せざるを得ないという事かもしれません。コロナ禍は確かに我々の

生活、経済に大きな打撃を与えた災難でしたが、世の中の仕組みに大きな影響を与えまし

た。コロナ禍がなければテレワーク、Web会議等、新しい働き方の導入や定着には尚、多

くの時間を要する事になったかもしれません。また、働き方が改善された業種も多いと聞い

ています。

　コロナ禍の終息時期の見込みについては、専門家の８割近くが2023年以降も続くと見込

んでいる事が明らかになっています。

　国策として実施されてきた様々な感染対策は、徐々に個人によるリスク管理へと移行しつ

つあります。

　コロナ禍の完全な終息には今しばらく時間がかかる様で「アフターコロナ」の時代は簡単

には訪れないかもしれません。

　上手にコロナと共存して、今を乗り越えて行きましょう。



熊歯会報 Ｒ．５．４

― 4 ―

熊歯会報 Ｈ.29.５

8

何かあと一つ、県民や会員のために出来ること

― 第22回理事会 ―
　２月22日（水）午後７時より県歯会館にお
いて伊藤会長他全役員、増田・水上監事、東
学院長、武藤議長、向江副議長出席のもと開
催された。
１．開会：松本副会長
２．挨拶：伊藤会長

　本日は代議員会開催前の理事会であり、武
藤議長と向江副議長にもご出席いただき、あ
りがとうございます。先日、日歯会長予備選
挙が実施され、本県推薦の高橋候補が当選し
ました。日歯代議員会で承認後、理事互選に
より代表理事（会長）に就任されます。本県
が推薦した理由は、高橋候補が実行力や実現
力がある方で、日歯連盟会長としてご功績を
残され、幅広い人脈をお持ちで、今後の歯科
界にとって必要不可欠な方だからです。我々
も陰ながらお支えしなければならないと思っ
ています。理事の皆様から要望等ございまし
たら私に伝えて頂ければ、髙橋先生にお伝え
します。それから、本執行部では「passion ＆ 
performance」を掲げていますが、何事も情
熱（passion）を持って取り組むことが大事
です。「オタク」や「天才」と言われる方々
は、一つのことに情熱を持って打ち込める点
で優れておられます。理事の皆様は今後も情
熱を持って打ち込んで頂きたいですし、それ
が楽しみや目的意識に変わることもありま
す。委員会の先生方にもその楽しみを共有
し、皆様で協力して本会を盛り上げていけれ
ばと思います。そして、事業においても人生
においても、満足している時は衰退する時で
す。我々も常に満足することなく、何かあと
一つ、県民や会員のために出来ることはない
かと考えていけるならば、必ず明るい未来が
待っています。今後とも皆様のご協力をよろ
しくお願いいたします。

３．議長選出：伊藤会長

４．議事録署名人：増田・水上監事、
　　　　　　　　　伊藤会長
５．会務報告：（自：１月23日～

至：２月19日）
　本会総務：理事会、常務理事会、各郡市会

長・専務理事連絡会議、災害歯
科保健医療強化事業研修会

　学　　術：九州地区日歯生涯研修セミナー、
市歯会共催学術講演会

　社会保険： 「歯初診」施設基準研修会
　地域保健Ⅰ：地域保健委員会Ⅰ
　地域保健Ⅱ：�歯科歯科（訪問歯科）連携モ

デル地区事業会議
　広　　報：『熊歯会報』３月号の校正
　学校歯科：各郡市学校歯科担当者会議
　医療対策：医療相談・苦情事例報告
　厚生・医療管理：医療管理講演会
　医療連携：糖尿病・歯周病医療連携研修会
　　　　　　・検討会
　学　　院：学院教務委員会、学院入学試験

委員会、学院夢の道しるべ事業
特別講演会

　国保組合：国保理事会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員
　　�　仲村 清範 会員（第１種／なかよし歯
科医院）令和５年２月28日　閉院

　２�．12月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

　３．１月末会計現況
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　４．歯周病リスク検査
　　�　２月の定期発送物に同封して会員へ周
知する。

　５．事業報告
　　◦�日歯生涯研修セミナー（１月29日）学

術委員会
　６．第４種会員の異動
　　◦熊本きずな歯科医院
　　　�郡市間の住所変更を伴う異動（医療機

関名称変更含む）を受理した。
７．連絡事項：
　１．３月行事予定
　２．新年度（４月～６月）の会議日程
　３．その他
　　◦３月13日以降のマスク着用
　　　�　３月13日からマスク着用が「個人の

判断」に委ねられる事から、本会の見
解を今後会員へ周知する。

８．承認事項：
　１．新入会員の承認【承認】
　　第１種会員１名の入会を承認した。

　令和４年度入会状況（２月末）
第１種会員／７名　第２種会員／３名
第３種会員／５名　第４種会員／１医療機関
　２．後援名義使用・共催依頼【承認】
　　�　①令和５年度口腔外科ベーシックセミ
ナー /熊本市歯科医師会　②第３回講演
会/「文化講演会/宇城」

　　　後援名義の使用許諾を承認した。
９．議題：
　１．役員報酬等の変更【承認】
　　�　３月臨時代議員会で協議し、理事会で
決議、６月定時代議員会で決議すること
を承認した。

　２．HIVアンケート【承認】
　　　アンケートの実施を承認した。
　３�．令和４年度熊本県歯科医師会会計収支
補正予算（案）および令和５年度積立金
予算（案）【承認】

　　�　会計収支補正予算（案）及び積立金予
算（案）を承認した。

　４�．熊本県委託事業・補助事業の予算【承認】

　　◦災害歯科保健医療研修強化事業
　　　県委託事業の予算（案）を承認した。
　５�．令和４年度臨時代議員会日程資料【承認】
　　　日程資料を承認した。
　６�．令和４年度臨時代議員会会務報告【承認】
　　　会務報告を承認した。
　７�．令和４年度臨時代議員会タイムスケ
ジュール【承認】

　　　タイムスケジュールを承認した。
　８．学院懲戒処分規程（案）【承認】
　　　規程（案）を承認した。
　９．歯周病啓発チラシ【保留】
　　�　理事会での意見をもとに委員会で再度
検討する。

　10．事業企画書【保留】
　　◦歯科衛生士バンク
　　�　運用の仕組みを明確にする等、再度検
討する。

　11．口腔保健センター消防関連工事【承認】
　　　豊工務店への工事発注を承認した。
　12．職員増員に伴う備品購入【承認】
　　　リコーからの備品購入を承認した。
　13．その他
　　�　トルコ・シリア地震被災者支援のため
の義援金募金【承認】

　　�　３月の会員宛定期発送物に募金への協
力依頼文書を同封する。

10．協議事項：
　１．各理事のプレゼンテーション
　　�　４月理事会にて各理事より、プレゼン
（４年度の事業内容と執行状況、未達成
事業への今後の対応、事業の長期的展望
とスケジュール感、今後の委員会の在り
方と将来展望）を行う。

11．監事講評：
　増田監事より「日歯会長予備選挙に高橋候
補が当選した。国民の健康と会員の生活を守
ることが会長の役割であり、歯科界の問題
解決に邁進して頂きたい。」、水上監事より
「理事会は理事の意見を共有する場であり、
管轄外の話しにもしっかり耳を傾け、自身の
仕事に満足せず取り組むことが大事だと考え
る。」と述べられた。
12．閉会：宮井副会長

（広報　神㟢 理子）

第１種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

早
はや

見
み

　太
たか

善
よし

稲葉歯科医院 熊本市西区花園1-20-53 鹿児島大学歯 学 部
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令和５年４月５日
選挙権者　各位
被選挙権者　各位

熊本県歯科医師会
会長　伊藤　明彦

役員等選挙（理事、監事、日歯代議員および日歯予備代議員の選任）の公示
　役員等選挙規則、会長予備選挙及び役員等選挙実施要領により役員等選挙（理事、監事、日歯
代議員および日歯予備代議員の選任）を次の通り公示する。

【役員等選挙共通】
１．選挙の時期
　役員等選挙は、令和５年６月24日（土）に開催する定時代議員会において行う。
２．選挙の定数
　理事　15名以上20名以内
　監事　２名以内
　日歯代議員　２名
　日歯予備代議員　２名
３．被選挙権者の資格
　選挙日において正会員として２年以上在籍した者
４．届出に必要な書類
　 （１）理事の選任に関する届出は、次の「理事の選任」に示す。
　 （２）監事の選任に関する立候補の届出は、次の「監事の選任」に示す。
　 （３�）日歯代議員及び日歯予備代議員の選任に関する立候補の届出は、次の「日歯代議員及び

日歯予備代議員の選任」に示す。
　なお、会長予備選挙及び役員等選挙実施要領に規定する書類が必要。

【理事の選任】
１．会長予備選挙の当選者による届出
　会長予備選挙で当選者となった者は、「会長予備選挙及び役員等選挙実施要領」で規定する様
式に基づいて、理事候補者（会長予備選挙当選者を含む）の名簿及び候補者ごとの誓約書等を選
挙管理委員会に提出する。その場合の届出期間等は次の期間とする。
（１）届出用紙の配布
　①配布期間　自　令和５年４月20日（木）
　　　　　　　至　令和５年４月27日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②配布時間　午前８時30分から午後５時まで
　③配布場所　熊本県歯科医師会館
（２）推薦の届出
　①届出期間　自　令和５年４月28日（金）
　　　　　　　至　令和５年５月11日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②届出時間　午前８時30分から午後５時まで
　③届出先　　選挙管理委員会
２．代議員による届出
　代議員は、「会長予備選挙及び役員等選挙実施要領」に基づき、代議員２名以上の賛成者を得
て、役員の選任に関する議案の要領を代議員に通知することを請求できる。その場合の届出期間
等は次の期間とする。
（１）届出用紙の配布
　①配布期間　自　令和５年４月20日（木）
　　　　　　　至　令和５年４月27日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②配布時間　午前８時30分から午後５時まで
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　③配布場所　熊本県歯科医師会館
（２）推薦の届出
　①届出期間　自　令和５年４月28日（金）
　　　　　　　至　令和５年５月11日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②届出時間　午前８時30分から午後５時まで
　③届出先　　選挙管理委員会
３．候補者の辞退期限
　令和５年６月14日（水）午後５時まで
４．代議員会議場内での選挙
　①令和５年６月24日（土）に開催する定時代議員会議場内において投票。
　②選挙権者　代議員

【監事の選任】
１．届出用紙の配布
　①配布期間　自　令和５年５月25日（木）
　　　　　　　至　令和５年６月１日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②配布時間　午前８時30分から午後５時まで
　③配布場所　熊本県歯科医師会館
２．立候補の届出
　①届出期間　自　令和５年６月２日（金）
　　　　　　　至　令和５年６月９日（金）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②届出時間　午前８時30分から午後５時まで
　③届出先　　選挙管理委員会
３．立候補者の辞退期限
　令和５年６月14日（水）午後５時まで
４．投票方法
　令和５年６月24日（土）に開催する定時代議員会議場内において投票。
５．選挙権者　代議員

【日歯代議員及び日歯予備代議員の選任】
１．届出用紙の配布
　①配布期間　自　令和５年５月25日（木）
　　　　　　　至　令和５年６月１日（木）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②配布時間　午前８時30分から午後５時まで
　③配布場所　熊本県歯科医師会館
２．立候補の届出
　①届出期間　自　令和５年６月２日（金）
　　　　　　　至　令和５年６月９日（金）
　　　　　　　※ただし、土日祭日は除く。
　②届出時間　午前８時30分から午後５時まで
　③届出先　　選挙管理委員会
３．立候補者の辞退期限
　令和５年６月14日（水）午後５時まで
４．投票方法
　令和５年６月24日（土）に開催する定時代議員会議場内において投票。
５．選挙権者　代議員
６．無投票当選
　候補者が定員を超えない場合は、投票を行わないでその候補者を当選とする。
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５年度予算・事業計画等全可決承認

― 令和４年度通常組合会 ―
　３月４日（土）午後４時から、県歯会館に
て標記会が開催された。事務局による点呼が
行われ、総議員30人中24人の出席により会
議が成立することを田中議長が宣言し開会さ
れた。

―伊藤理事長挨拶―

　皆様、こんにちは。お忙しい中、来館いた
だきありがとうございます。本日は令和４年
度通常組合会ということで色々な議案もあり
ますので、よろしくお願い致します。現在国
の保険財政も逼迫しているということもあ
り、補助金等の削減がありますし、高額な薬
が保険適用になるなど、いずれ保険料の変更
を考えざるをえない時期がくるかもしれませ
ん。そうならないためにも、先生方もご自身
の体調には十分注意され健康であることが大
事だと思われます。健康長寿が大切です。こ
れからも皆さまのお知恵を拝借しながら、健
全な財政運営に努めて参る所存です。皆様の
忌憚のないご意見をお願いいたしまして、本
日は何卒よろしくお願いいたします。

　次に議事録署名人に有働議員（熊本市）、宮
本議員（八代）が指名され、物故者の黙祷の
後、上野副理事長と桑田常務理事が、会務報
告・業務報告を、守永監事が監査報告を行っ
た。続いて桑田常務理事が規程の一部改正に
ついて報告した。
　議題は以下の６議案が上程された。
第１号議案：熊本県歯科医師国民健康保険組

合規約一部改正（案）の承認に
ついて

第２号議案：令和５年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当積
立金処分について

第３号議案：令和５年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合事業計画（案）の
承認について

第４号議案：令和５年度熊本県歯科医師国民
　　　　　　健康保険組合歳入歳出予算（案）
　　　　　　の承認について
第５号議案：令和５年度熊本県歯科医師国民

健康保険組合役職員退職手当積
　　　　　　立金特別会計歳入歳出予算（案）

の承認について
第６号議案：令和５年度熊本県歯科医師国民

健康保険組合一時借入金につい
て

　桑田常務理事による第１号議案から第６号
議案までの説明の後、全ての議案が原案通り
可決承認された。
　その後、桑田常務理事から新型コロナウイ
ルス感染症の位置付けが第５類になるため、
令和５年５月７日付けで新型コロナウイルス
感染症に係る傷病手当金の終了についての説
明があり、瀬井理事の閉会の辞で散会となっ
た。

（瀬井 知己）

伊藤理事長の挨拶の中では国の補助の問題について説明
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SNS上でのトラブル対応とHP上での広告規制

― 医療管理講演会 ―

　２月16日（木）午後８時よりムスラボ代表
の井戸隆一郎先生をお招きしWebexにて標
記講演会が開催された。
　井戸先生の経歴はオンラインワーカー塾塾
長、ICT支援員、職業訓練講師、ICTアドバ
イザーで、主な活動としてWebサイト、コ
ンテンツ企画・運用・集客などのWeb総合
プロデュース、テレワーカー育成のオンライ
ン講座、ICT活用コンサルタントで、企業や
学校などのネット上でのトラブルへの対応を
実際に最前線で対応されている。
　昨年この講演会は新型コロナ感染症の爆発
的拡大を受け中止になってしまったが、よう
やく新型コロナ感染症が下火になり、感染症
自体も今後５類に設定される流れとなり今回
無事開催された。
　ホームページを活用した広告宣伝だけでな
くSNSを使用した広告宣伝の解説では、対
象とする年齢層などを絞り込むターゲット化
や自分自身のSNSの投稿だけでなくスタッ
フのSNS投稿に対するITリテラシーの向
上、炎上の防止など実例を踏まえて分かりや
すく話された。
　インターネットにおける医療広告規制の具
体的例として、
　・著名人との関係強調（比較優良広告）
　　芸能人や著名人が患者である旨記載
　・体験談（広告禁止事項）
　　治療内容または効果に関する体験談
　　口コミサイトからの転載
　・ビフォーアフター写真（広告禁止事項）
　　�写真において治療などの効果又は内容に
ついて患者等に誤認を与える恐れがある
表現

　・�提供される医療とは直接関係ない事項に
よる誘引

　などを挙げられた。

「医療広告規制におけるウェブサイトの事例
解説書（第２版）について」
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001050010.pdf

　具体例は上記URL
かQRコードを参照
していただきたい。
　また、県歯のホー
ムページ「医療管理
委員会」の医療管理
だよりVol.59「医療

広告におけるウェブサイトのセルフチェック
リスト」も併せてご活用いただきたい。
　また、インターネット上の悪い口コミや誹
謗中傷に対する口コミサイトへの対応、誹謗
中傷に対する法的対応、フィッシング詐欺へ
の回避方法などを専門家目線で教示いただい
た。
　患者集客サイトやホームページ作成代行サ
イト等と契約する際にトラブルにならない方
法や医療広告規制の最前線についても資料を
踏まえての解説もあり、１時間半の講演時間
が短く感じられた内容で、これからの歯科医
院でもIT管理する担当者が必要になるので
はないかと痛感した。

（渡邉 康）

実際に問題になった事例を紹介しながら説明する井戸講師

生厚 ・医療管理
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では、特に乳幼児期についての取り組みに力
を入れている。また厚生労働省通知につい
て、「フッ化物洗口マニュアル2022」が作成
されたとのこと。県歯HPにもあるので参考
にしていただきたい。
　各郡市学校歯科担当者による「各地区にお
けるフッ化物洗口の再開状況」についての報
告の後、県歯学校歯科委員会の宮㟢委員より
「学校歯科健診における統一性について。歯
列・咬合２の判断基準と事後措置」について
の講演があった。普段の診療での診断と健診
の時のスクリーニングの違いを明確にしてお
かないと統一性が図れないのだと改めて感じ
た。
　その後、協議事項について熱く話し合われ
た。最後に牛島専務理事の閉会の挨拶で会議
は終了した。それぞれの分野でそれぞれの立
場での意見が飛び交ったが、皆の心の中に
「子供たちを守ろう！子供たちのために行動
しよう！」という想いがあるのを感じる会議
であった。

（矢毛石 康男）

　２月８日（水）午後７時30分より県歯会館
にて標記会議が開催された。参加者は県健康
づくり推進課、県教育庁体育保健課、県歯科
衛生士会、県歯科技工士会、県養護教諭研究
会、熊本市教育委員会、県歯、各郡市学校歯
科担当者と多岐にわたる分野が集まった。
　石井理事の開会宣言に始まり伊藤会長にご
挨拶いただいた。口腔の健康を守る想いで、
行政と共に発展的に話し合い、しっかりとし
た歯科的学校教育を行い、生徒さんたちの人
生をより良くするために頑張ろうという会長
の言葉を聞き、皆一丸となって会議に臨んだ。
　県健康づくり推進課の宮崎課長補佐より、
フッ化物洗口、ブラッシングの実施率を上げ
ていこうとの言葉に始まり、次いで県教育庁
体育保健課の種子永主幹より熊本県での現状
の報告があった。
　熊本県のう蝕罹患率は全国平均より高いも
のの、減少傾向にあるとのこと。学校～歯科
医～家庭での連携の大切さを訴えていた。
　また同課の小島指導主事より、学校におけ
る歯・口の健康づくりの取り組みについて説
明があった。学校での課題、学校保健委員会
で取り組んだ内容のアンケートでは、共に
「歯と口の健康」について上位を示してい
た。フッ化物洗口についても感染予防に取り
組みながらの再開をどのようにするか話し
た。「歯・口の健康づくり研究推進校研究発
表」については11月16日に２年ぶりに集合
型での開催ができたとのこと。
　また県健康づくり推進課の井上氏より、学
齢期における歯科保健の取り組みについて発
表があった。県口腔保健支援センターは現在

協議事項では様々な事について議論された

熊歯会報 Ｈ.29.５
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子どもたちのために

― 各郡市学校歯科担当者会議 ―

校学 歯科
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は確実に減らせる事を示された。この結果は
トンガ人歯科医師によって世界小児歯科学会
やアジア小児歯科学会にて発表され、歯科医
療人育成についても貢献された。
　帰国後にはNPO法人ロシナンテスとの出会
いもあり、２週間の短期ボランティアでスー
ダン共和国に行きハルツーム大学の歯科医師
らの協力で歯科検診を行ったという。同じ様
な発展途上国でありながらトンガ王国とは違
い、齲歯保有数は0.9本と少ない結果であっ
たという。この結果はスーダン共和国の国民
が信仰する宗教と関係が深いかもしれないと
の事であった。イスラム教徒が多くイスラム
教徒は１日５回のお祈りがあり、その前には
必ず口を清める必要があるため、うがいや歯
磨きを１日の中で定期的に行う習慣があると
の事である。うがいに用いるのは地下水であ
り、その地下水に含まれるフッ素含有量が高
いのも大きく関係しているのではないかと説
明された。やはりトンガ王国の場合と同様に
フッ化物を適度に取り込む事は齲歯にならな
いためには大変効果的であることが示された
事になる。これは熊本県下における学校での
フッ化物洗口の実施の重要性を示唆してお
り、どのような状況下であっても子どもたち
の歯を守るためにはフッ化物洗口は途絶えさ
せてはならないと再確認した。
　興味深い内容の講演はあっという間に予定
時間を迎え、質疑応答の後、石井理事の閉会
の辞をもって盛会のうちに終了した。

（中山 修二）

　２月25日（土）午後３時より熊本県委託事
業として標記研修会が県歯会館にて開催され
た。牛島専務理事と県健康福祉部健康づく
り推進課の宮崎課長補佐より挨拶を頂き講演
が開始となった。講師に大分県歯会口腔保
健センターの藤瀬多佳子先生をお招きし、
「～お口の中には、文化が見える～ Think 
Globally, Act Locally. 小児歯科医師、デンタ
ルミラーから世界が見える」でご講演頂いた。
　藤瀬先生は17年間の大学病院勤務を経て、
「歯医者が日頃のぞいているお口の中から世
界を見てみたい」との思いから、日本国際
協力機構（JICA）の海外ボランティア歯科
医師としてトンガ王国に２年間派遣された。
また帰国後には短期的にベトナム、カンボジ
ア、スーダンに赴いて医療支援活動にも従事
された。九州大学歯学部小児歯科教室に勤務
されていた時に、その教室では日本国際協力
機構（JICA）の認定歯学研修コースを引き
受けており、その関係で後にJICA NGOや
災害人道支援演習プログラムでボランティア
に参加される事になった。種々の職種の方が
参加されていたが、その際に友人から歯科医
療は言語を問わず世界に通用する専門技術で
ある事を羨ましがられたという。
　トンガ王国の保健省から藤瀬先生への依頼
としては歯科医療の提供と歯科医療人の育成
であった。トンガ王国は派遣された際の学童
の齲歯保有率が97％と大変高く、咬合が崩
壊している症例も多数見られたという。治療
としては歯科材料もほとんどなく、抜歯が中
心となっていた。どうしたら子どもたちの歯
を救えるか考え予防に勝る治療はないとの考
えに至り、学校歯科保健指導プログラム（マ
リマリプログラム）を作成された。歯ブラシ
の存在すら知らない子どももいて、歯ブラシに
「 Hello!!」と挨拶させ認識をさせることから
始め、うがい、ブラッシング、フッ化物洗口
を一緒に行っていった。派遣を終えた後もマ
リマリプログラムは継続され、開始から10
年後には小学６年生の齲歯保有数は5.1本か
ら2.4本へと減少した。ブラッシングの習慣
を持つこととフッ化物洗口の効果により齲歯

藤瀬先生より非常に興味深い内容の講演があった
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世界を視野に入れて考えながら
身近な小さなことから行動する

― 歯及び口腔の健康づくり研修会 ―

校学 歯科
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パノラマエックス線画像を中心に

― 学術講演会 ―
　11月12日（土）県歯会館にて伊東歯科口腔病
院・画像診断部の瀬々良介先生をお招きし、講
演いただいた。
　レントゲンの歴史の説明から始まり、X線
の発見、臨床用CT、MRIの普及、続いて歯科
用CTの開発が始まる。2003年３月には世界初
の歯科用CTとしてMulti Image MicroCT（モ
リタ製作所）が薬事認可された。パノラマは
1949年Paateroによって考案され、改良を繰り
返し、現在に至っている。
　正確な画像診断を得るには、パノラマ撮影法
の原理を知っておくこと、診断に耐えうる画像
を得ることが大切である。パノラマX線写真
の正常像を理解するだけでなく、病変の特徴的
な所見も併せて理解しておかなくてはならない
ことを述べられた。　
　パノラマ撮影法の原理として臨床で押さえて
おきたいことがある。パノラマの断層域はあら
かじめ決まっているので、決められた位置に位
置付けをしないときちんとした像を撮影するこ
とができない。具体的には３つの基準線を確実
に合わせる必要がある。正中矢状面、フランク
フルト平面、上顎犬歯の３つである。正中矢状
面があっていないと右に向いたり、左に向いた
りする画像となり、フランクフルト平面があっ
ていないと上を向いた画像や下を向いた画像に
なる。上顎犬歯の線があっていないと前に出た
り後ろに出たりする画像となる。これらの基準
が合わない場合に像の歪みが撮影されてしまう
のだが、その具体例をたくさん示され理解が深
まった。
　続いてX線画像における病変及び異常像に

パノラマについて分かりやすく説明する瀬々先生

郡市会報告

ついて、たくさんの症例を提示された。
　蜂巣状、石鹸泡状、テニスラケット状、帆立
貝状、弧線状、鉛筆で書いた下絵状、浮遊歯、
ナイフエッジ状、虫食い状、綿花状、斑紋状、
すりガラス状、オレンジの皮状、旭日状、タマ
ネギの皮状などなど、多くのパノラマ像と診断
の実際を拝見した。国家試験以来の懐かしい病
名が登場した。いずれも日常臨床で忘れてはい
けない病名であるため、読影に必要なポイント
を改めて学習することができた。
　後半では病変や異常像の詳しい解説が行われ
た。上顎洞やその周囲の病変の異常像、パノラ
マX線写真で偶然発見される石灰化像、顎関
節症、炎症についての解説があった。興味深い
症例を提示され、日常臨床で注意しておくべき
要点が明確になった。中でも興味深かったの
は、上顎前歯の歯根部をパノラマで明瞭に撮影
するためには、「舌を口蓋につけて撮影すると
良い」とのことであった。明日にでも実践して
いきたい内容ばかりで、有意義な講演会だった。

（澤幡 佳孝）
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人類は感染症を克服できるか？

― 学術研修会 ―
　２月９日（木）午後７時30分より県歯会館に
て熊本大学・鹿児島大学ヒトレトロウイルス学
共同研究センターの松下修三センター長を招い
て標記研修会が開催され、宮本会長の開会の辞
に続き講演が始まった。
　ヒト免疫不全ウイルス（Human Immunodeficiency 
Virus：HIV）はCD4陽性細胞に感染してこれら
の細胞を破壊し、最終的に後天性免疫不全症候
群（AIDS）を発症させるウイルスとして1983
年に分離された。初期症状は発熱96％、リン
パ節腫脹74％、咽頭炎70％、皮疹70％、筋肉
痛・関節痛54％、などCOVID-19に似た症状を
呈しているため、発熱外来でたまたま受診した
患者がHIV感染として発見される事例が稀に
出ているそうである。
　1996年頃から抗ウイルス療法（Antiretroviral 
therapy：ART）が開発されてからは“死の病”
から“治療可能な慢性感染症”となり、HIVに
感染していてもARTによってウイルスが抑
えられていれば普通に結婚して子供をもうけ
ることさえ可能となった。2016年には服薬ア
ドヒアランスが良好で、血中のウイルス量が
200copies/㎖未満の状態を６ヶ月以上維持して
いるHIV陽性者は、他の人に性行為を通じて
HIV感染させることは一切ないという事実を
わかりやく世界的に伝えるメッセージとして
U=U（Undetectable=Untransmittable、 ユ ー
イコールユー）というコンセンサス声明が発表さ
れている。ただし、注意しなければならないこ
とは、ARTの治療を行ってもウイルスは完全
に排除されておらず、ARTを中断するとすぐ
にウイルスが増殖し、免疫不全の進行や薬剤耐
性ウイルスの増殖を招くため、基本的に一生
涯内服を継続する必要があるということだ。
また、AIDSでは死亡しなくなった反面、脳血
管障害、うつ、認知機能障害、COPD、フレイ
ル、慢性肝炎などの様々な合併症を引き起こし
て亡くなってしまうことが多くなってきており、
長期合併症の予防と治療が問題になっている。
　HIV患者の針刺し事故によって感染する可

ウイルスについて熱心にご講演される松下先生

能性は、経皮暴露で0.3％、粘膜暴露で0.09％
とかなり低い。米国で2000年以降にHIVの針刺
しによる感染者はわずか１例のみであったとのこ
とだ。HIV同様、Ｂ型肝炎ウイルス（HBV）
やＣ型肝炎ウイルス（HCV）も血液や体液を介
して感染するが、経皮的暴露時の疫学的研究の
結果では、治療を受けていないHIV感染者からの
感染力を基準とした場合、HBV：HCV : HIV
＝100：10：１と感染力に大きな差がある。こ
のため、HIV感染者の歯科治療中に万が一経
皮的暴露が生じた場合、流水での洗浄を行い、
できるだけ早い時間で予防内服（２時間以内）
を検討するとよい。予防薬は熊本県内６箇所の
病院に配置されているとのことだった。なお、
日常診療の感染予防は特別な対応は必要なく標
準予防策（スタンダードプリコーション）で十
分である。
　現在、HIV診療・合併症の管理は大学に集
中しているが、今後は各地の拠点病院や一般開
業医とのネットワークの構築がより重要となっ
てくる。2018年度から実施されている全国の
都道府県歯会を対象とした調査では、2021年
12月時点でHIV陽性患者の歯科医療の対応を
「すべての歯科医院が受け入れる」と回答した
のはなんと熊本県のみであった。これからもわ
れわれが先頭に立ってHIV患者の歯科医療を
牽引し普及啓発を継続していかなければならな
いと改めて感じた。講演は約１時間半にわたり
行われ、最後に田中弥興副会長より閉会の挨拶
があり、講演会を終了した。

（谷口 広祐）
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熊本市歯科医師会

咀嚼運動を考慮した臨床

― 学術講演会 ―
　２月18日（土）に市歯会館にて、標記講演会
が開催され、特別講演として宮本会長よりご講
演いただいた。
　まず下顎の重要な役割として、①姿勢を制御
するため、②咀嚼するために重要であること、
と述べられた。姿勢の制御のための役割として
下顎は側頭筋でぶら下がっており、建物の制振
構造のような役割を果たしている。顎位を補正
することで身体の重心を正しい位置に修正する
ことも可能である。特にドリコタイプの前歯の
補綴と、ブレーキータイプの最後臼歯の補綴に
は十分に注意をすることが必要である。
　次に正しい咀嚼運動について述べられた。咀
嚼とは、把持→縦旋断、横旋断→圧断→臼磨を
ワンサイクルとする運動である。この咀嚼運動
を視覚解析することで診査診断を行なってい
る。さらに限界運動と咀嚼運動との違いを示さ
れ、咀嚼運動の特徴として、咀嚼運動路は咬頭
嵌合位より後側下方の運動として表れる。下顎
の動きが正常か異常かを診断する時には、限界
運動に焦点を合わせ、左右対称に前方にスムー
ズに動くかを診ることが必要であるが、後下方
に水平的干渉があると咀嚼運動の障害となるの
で注意する必要がある。
　咀嚼運動は、食物を噛んだ時の反射運動で、
意識的に出来るものではなく、食物を噛む部位
や、固さによっても咀嚼パターンは変わる。た
だし、基本的な咀嚼運動は脳幹にパターンジェ
ネレーターとしてインプットされている。咬合
の不調和があると、それを歯根膜が感知して、
異常な当たりを回避するような異常咀嚼運動に
なってしまうとのことである。
　また限界運動も大切であり、硬いものや噛み
ごたえのあるものを食べるときには限界運動も
使っている。臨床においては、限界運動を十分
に調整した上で、最後に咀嚼運動を調整する
と、非常に食べやすい咬合面形態ができる。
　理想咀嚼運動とは、右側咀嚼運動、左側咀嚼
運動が綺麗な運動経路を描く状態であり、咀嚼
運動経路のパターンにより臼歯部補綴物の咬合面
形態や顎関節の状態を推察できる。
　更に理想的な咀嚼運動が可能となるMDA装
置について説明された。装置を口腔内に装着し
て咀嚼パターンを計測することで、咀嚼運動を
正常化することが可能となり、また身体の重心
も正しい位置に集束させることが可能である。
　限界運動と咀嚼運動の両面から調整すること
で非常に咬みやすい治療を患者さんに行うこと

宮本会長よりご講演いただいた

が可能となると最後に述べられた。
　次に熊本市内における各スタディグループか
ら４人の先生の講演発表が行われた。
　最初にKDMより、「高齢者の３/４犬歯に対
して可撤性ブリッジで対応した症例」という演
題で、よつば歯科口腔クリニックの井口会員が
発表された。79歳女性の欠損歯列に対し、術
後の対応を考慮し、可撤性クロスアーチのテレ
スコープ義歯で対応した症例を提示された。
　次に熊本歯科三水会より「先天性欠損症例に
対する接着ブリッジによる補綴修復」という演
題で、とよだ歯科医院の豊田会員が発表され
た。17歳女性の両側下顎側切歯の先天性欠損に
よる審美障害に対し、矯正治療を併用し、削除
量の少ない接着性ブリッジで対応した症例を提
示された。
　熊本SJCDからは「前歯部審美領域のインプ
ラント治療におけるセメント固定とスクリュー
固定の比較」という演題で、はった歯科・小児
歯科クリニックの八田会員が発表された。66
歳女性の前歯部の欠損治療に対しインプラント
治療を行なった場合の、セメント固定とスク
リュー固定の利点および欠点について症例を通
して示された。
　最後に熊本歯牙移植研究会・KDSより「予
知性を高めるためにデジタルデンティストリー
を応用した自家歯牙移植」という演題でもりの
歯科クリニックの森野会員が発表された。
　自家歯牙移植の成功に導く条件や歯根膜の特
性について示した後に、37歳女性の臼歯部欠損
に対し、３Dプリンターを応用した模型を作製
し、自家歯牙移植を行った症例を提示された。
　４人の先生の発表の後、山口理事が閉会の挨
拶をされ、盛会の内に会は終了した。

（竹中 誠一郎）
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菊池郡市歯科医師会

緊急時に備えて

― 救急救命講習会 ―
　２月15日（水）午後８時より、コロナ禍で数
年中止になっていた標記講習会が、対面にて菊
池郡市歯会館で行われた。今回は密を避けるた
め、歯科医師のみの参加としたが、23人の参
加者があり、菊池北消防署より来られた３人の
救急救命士の話を聞いたのち、実習を行った。
◦感染症対策として、成人は胸骨圧迫とAED
だけ、人工呼吸はしない

◦AEDはパッドを装着後、コネクターを差し
込む

◦ショックボタンのあるAEDもあるが、今後
全てのAEDは解析もショックもオートにな
る

◦万が一、パッドをAEDに書かれている絵と
逆に貼っても大丈夫。心臓を挟むことがポイ
ント

◦パッドの粘着力は強いので、シールを剥がし
たあと、折り曲げてくっつくと剥がせなくな
るので注意

◦今後、パッドは未就学児用と小児～成人用の
２種類となる

実際に心臓マッサージとAEDを使用する様子

◦未就学児かわからない時は成人用を使っても
大丈夫だが、成人に未就学児用はダメ
◦スマホで通報すればスピーカーホンにして救
急からの指示を受けながら、救急処置ができ
る
　など、意外と新しくなった事項もあり、有意
義な講習会だった。個人的にはなかなかバルブ
バッグマスクがうまくいかず練習が必要だと感
じた。

（吉浦 浩史）

早
（ハヤミ　タカヨシ）

見　太善

熊本市西区花園１-20-53

稲葉歯科医院

①今もっとも関心のあることを教えてください。 
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか。 
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください。 
④今後の抱負は何ですか。 

第１種会員第１種会員
①「異次元」の少子化対策
②長期予後を見据えた治療とメンテナンスを

行うことと考えています。
③内科に隣接し、医科歯科連携がとりやすい

環境であることです。
④先代の先生の意志を引き継ぎ、地域医療へ

貢献していきたいと思います。
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歯と口の健康講座

　フッ化物洗口は、むし歯の予防効果が高く安全であることが、科学的・学術的に立証されてお
り、また、フッ化物は、世界の各専門団体・学会が研究したうえで、安全性が確立し、国内外の
専門機関が一致して推奨しているものになります。
　このことから、熊本県では、厚生労働省が作成した「フッ化物洗口ガイドライン」や県が制定
した「熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条例」、「第３次熊本県歯科保健医療計画」等に基づ
き、保育所・幼稚園、小・中学校等におけるフッ化物洗口を推進しています。学校等で適正な食
習慣の健康教育と併せてフッ化物洗口や歯磨きを行うことで、「自分の健康は自分で守る」とい
う意識も身に付き、教育的にも大きな効果があると考えています。（熊本県ホームページより抜
粋）

　熊本県は、平成21年度文部科学省学校保健調査において、12歳児のむし歯数（DMFT=未処
置歯+喪失歯+処置歯の総和）が2.6本で、全国ワースト２位になりました。

フッ化物洗口について
理事　石井 洋一

　その現状から、県は「歯及び口腔の健康づくり推進条例」を平成22年11月に発令し、そこか
ら「フッ化物洗口」を積極的に広めていく取組みを始めることとなりました。
　ちなみに一番むし歯数が少ない新潟県では、昭和45年に「フッ化物洗口」開始、昭和49年に
は県議会にて検討会を設置し、フッ化物利用によるむし歯予防の推進を推奨、歯科保健条例の制
定は全国初で、現在はほとんどの保・幼・小・中学校で「フッ化物洗口」が実施されていて、む
し歯が少ない県として常にトップクラスの地位を確立しています。

　平成21年度文部科学省学校保健調査
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　九州では、最もフッ化物洗口を実施しているのが佐賀県で、平成になって佐賀県の３歳児のむ
し歯が全国ワースト1を続けているというマスコミ報道から、県主体でのフッ化物塗布、フッ化
物洗口事業などが開始し、着実に効果を上げ、今や九州ではダントツになっています。

　平成23年度文部科学省学校保健調査

　平成24年度文部科学省学校保健調査
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　さて、むし歯予防の基本としてあげられるのが
◦幼少期のむし歯菌の感染（家族を含めた他人の唾液の接触）を極力避ける
◦歯磨き、仕上げ磨き
◦（食）生活習慣の改善、見直し
◦よく噛んで食事する（唾液をしっかり出す）
◦シュガーコントロール（小さいころから砂糖、甘いものを覚えさせない、砂糖を摂りすぎない）
◦第一大臼歯（６歳臼歯・歯の王様）、第二大臼歯（12歳臼歯）を徹底的に守る
などがありますが、現在はこれらに加え
◦フッ素化合物の応用（フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口　等）
が大変重要だと言われています。

　フッ化物の応用がなぜ重要なのか、フッ化物の効果として
◦歯質の強化、特に萌出したばかりの永久歯のエナメル質の成熟の促進
◦初期のむし歯の再石灰化の促進
◦抗菌・抗酵素作用、むし歯菌（酸産生菌）活動・増殖・酸産生の抑制
◦口の中で磨けていない部分のプラーク（歯垢）に取り込まれ上記効果を発揮
などがあげられます。

　実は、「歯」は毎日食事のたびに歯の成分が溶けたり（脱灰といいます）、戻ったり（再石灰
化といいます）を繰り返し、今の歯の形を保っています。例えば食事の際、歯の成分が100脱灰
（口腔細菌の酸産生により溶ける）したとしても、再石灰化（唾液のチカラなど）で100戻って
くる口内環境であれば、歯の形は変わらず、むし歯になりませんが、逆に100脱灰して99しか再
石灰化しない口内環境であれば、歯の成分が少しずつ失われ、歯の形が変わってしまう→穴があ
いてしまう→むし歯が出来てしまう事になります。
　以上のように脱灰と再石灰化が繰り返されるお口の中ですが、そこに、フッ化物（フッ素イオ
ン）が存在すると、再石灰時にフッ素イオンが歯質に一緒に取り込まれ、酸に溶けにくい歯質の

　図表は、少々古いものでありますが、フッ化物洗口には長い歴史があり、世界的にはもっと
もっと長いフッ化物応用の歴史があり、安全性も確立しており効果が認められています。
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獲得、強化となります。特に萌出したばかりの永久歯エナメル質は、酸にとても弱く脱灰しやす
いので、フッ化物の応用は大変重要という事になります。
　また、フッ化物（フッ素イオン）はプラーク（歯垢）内によく取り込まれるという特徴もあ
り、普段の歯磨きで磨きにくい部分、磨けてない部分にも効果的に作用、プラーク内のむし歯菌
の増殖抑制、活動抑制、酸産生の抑制などの効果を発揮します。

　日本の子ども達は世界で一番歯磨きをしていると言われています。また砂糖の消費量も世界に
比べて少ないのです。しかしながら、世界的に見て日本の子どもはむし歯がとても多いのが現状
です。その一つの理由に日本は他国に比べフッ化物の応用が遅れているからだとも言われていま
す。

国際歯科連盟（FDI）と世界保健機構（WHO）の共同作業班の報告書より

　以上のようなことを踏まえて、「フッ化物洗口の効果」について、検討したいと思います。
　フッ化物洗口は保育園・幼稚園～小学校～中学校と継続して実施することがとても重要です。
現在、多くの関係各所のご尽力により、熊本県内の多くの市町村、保・幼・小・中学校で、フッ
化物洗口が実施されるようになりました。しかし、それ以前は保育園・幼稚園では「フッ化物洗
口」を実施していたのに小学校に上がると「フッ化物洗口」が無くなってしまう自治体、学校が
ほとんどでした。
保・幼～小～中学校と継続して実施することがなぜ重要なのか。
　それは保・幼年中さんから小学校１年生にかけて大変重要で大切な永久歯、「第一大臼歯」が
萌出してくるからです。６歳前後ではえてくるので「６歳臼歯」、また大変重要な永久歯である
ため「歯の王様」とも言われています。萌出したばかりの第一大臼歯は、位置的にも磨きにくい
所にあり、本人はもとより保護者も仕上げ磨きがしにくく、咬合面の裂溝が深く、汚れ、プラー
クが溜まりやすく、エナメル質がまだ成熟していないためとても酸に弱く、脱灰しやすく、大変
むし歯になりやすい永久歯でもあります。
　これを読まれている皆さま、ご自身の第一大臼歯は現在無傷でしょうか？もしかして既に喪失
している方もいらっしゃるかもしれません。過去に第一大臼歯のむし歯が大きく神経をとったり
抜歯したりした方は今でも大変歯科でご苦労されているのではないでしょうか。逆に第一大臼歯
が健全であれば他の歯もむし歯がない事が多いです。
　このようにとても大切で重要な第一大臼歯が萌出してくる時期に「フッ化物洗口」が中断して
しまっては、継続実施する環境に比べ、むし歯罹患率が高くなってしまう傾向、現状があります。
　また小学校低学年～高学年にかけては乳歯列から永久歯列に移行する、いわゆる交換期といわ
れる時期であり、他の永久歯もたくさん萌出してきます。さらに小学校高学年～中学１年生くら
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いになると第一大臼歯と同様に大変大切で重要な永久歯、「第二大臼歯」が萌出してきます。12
歳前後ではえてくるので「12歳臼歯」とも言われます。第二大臼歯も同じく萌出したばかりの
時期は第一大臼歯と同様の理由で大変むし歯になりやすい永久歯です。
　このことからわかるように、第一大臼歯、第二大臼歯が萌出して、成熟していく期間は、保・
幼～小～中学校の期間なのです。その間、継続して「フッ化物洗口」を行う事はむし歯予防にお
いては大変効果があるものであり重要であると考えます。
　第一大臼歯、第二大臼歯が健全であれば、他の永久歯も健全であることがほとんどです。この
「第一大臼歯」「第二大臼歯」をいかに守るか、このことがむし歯予防の重要なKeyだといえま
す。エナメル質が弱い、酸により脱灰しやすい時期にこそ「フッ化物洗口」の果たす役割は大変
大きなものであると考えます。

　熊本県では「フッ化物洗口」の実施が拡大
して来ているものの、熊本地震等の大規模災
害、直近では新型コロナウイルス感染症感染
拡大などの影響で、フッ化物洗口の中断を余
儀なくされました。最近は徐々に再開されて
きてはいますが、飛沫や感染拡大の懸念から
再開を躊躇する自治体、学校も見られます。
フッ化物洗口はコロナ禍でも安全に洗口でき
る手順、マニュアルがあります。ぜひ各地
区、関係所管で協議の場を持ち、フッ化物洗
口の実施、再開に向けての協議を行って頂き

たく思います。フッ化物洗口の継続は大変重要です。
　熊本県でフッ化物洗口がはじまってから、この間、保・幼～小～中学校まで一貫してフッ化物
洗口を継続して実施した子ども達は、ほぼいないのではないかと考えております。今後そのよう
な世代が出てくれば、効果やデータもはっきり出てくるのではないかと思っております。
　また熊本県では令和元年度の１歳６か月児のむし歯有病者率が全国ワースト１位、３歳児は
ワースト３位との報告がありました。この辺りも含めて、歯科口腔保健対策は熊本県の重要な課
題ではないでしょうか。



Ｒ．５．４ 熊歯会報

― 20 ― ― 21 ―

身元確認マニュアルPart⑤
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　大学の同期でもあり、プライベートでも家
族ぐるみで親しくさせていただいている鎌田
政彦会員よりバトンを受け取りました。玉名
市で開業しております松原良太と申します。
　私は九州大学を卒業後、研修医、大学院を
経て、九州大学病院口腔外科で13年間、朝
から晩まで口腔外科の臨床、研究に従事し、
また大学教員として学生や研修医、大学院生
の教育にも携わって参りました。熊本にはいろ
いろなご縁があり、2018年に玉名市で「ま
つばら歯科口腔外科こども歯科」を開業いた
しました。素晴らしいスタッフそして歯科医
師（小児歯科医）である妻とともに楽しく診
療を行い、充実した毎日を送っております。
　大学時代は小学生の頃から続けていたバス
ケットボール部に所属し、大学卒業後も社会
人バスケットを続け、毎日のように汗水流し
て体を動かしていたのですが、開業後は全く
と言ってもいいほど体を動かさなくなりまし
た。そのせいか、体力も代謝も徐々に落ちて
おり、現在四十肩にも悩まされております
…。落ちないのは体重だけ…。そろそろ、仕
事だけでなく、身体の健康管理にも注意して
いかなければならないと実感しているところ
です…。

リレー投稿
○76
　　　　　自然で身体を癒し、心を満たす

玉名郡市　まつばら歯科口腔外科こども歯科　松原　良太　

大自然に囲まれた平尾台でグランピング（FOREST CAMP KOKURA）

　さて、毎日診療などで忙しく過ごしている
中で、私にとって心身ともに癒してくれるの
は「自然」です（昔はそうは思わなかったの
ですが…）。その自然を求めに長期の休日に
なると、家族４人（妻、娘２人）でグランピ
ングによく出かけます。グランピングは大自
然に恵まれたロケーションの中で、キャンプ
やバーベキューを楽しむことができます。家
族４人で山の中なら森林浴を楽しみ、川が近
いなら釣り・川遊びを満喫しています。ま
た、キャンプに必要な設備もすべて揃ってお
り、後片付けもほとんど不要で、手ぶら感覚
で簡単にキャンプを楽しむことができ、準備
や後片付けが得意でない私にとって、自然と
戯れることができるグランピングは「最高の
癒し」となっています。
　これまで新型コロナウイルス感染症により、
様々な制約を受けていましたが、今年の５月
からは「２類」から「５類」に引き下げら
れ、今後は行動制限もさらに緩和されていく
中で、日本全国いろいろなところでグランピ
ングを家族で楽しみ、自然と戯れることで自
分自身の身体を癒し、そして心を満たし、そ
こから溢れたエネルギーでクリニックのス
タッフや患者さんを満たしていきたいと思い
ます。
　次回は、玉名郡市歯会の安田光則会員へバ
トンをお渡しいたします。子どもたちにも癒されます！（Marina Franping Village 天草）
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　あと犬の話を少々。あまりに好き過ぎて高
３の時に獣医の道も考えました。子供の頃我
が家には土佐犬がいて多い時は３頭。亡く
なった破天荒の父親の趣味の一つが闘犬で
（普通の堅気の人間です）子供の頃は闘犬会
場に連れられた事もあり、綱を腰に巻いて引
きずられながらの散歩でした。
　３頭が入る
犬小屋は相当
大きくて、ラ
イオンの檻み
たいでした。
世間から怖が
られている土
佐犬は人間
には優しいで
す。私は親か
ら怒られた
ら、檻の中に
入り犬に愚痴
を聞いても
らっていまし
た。最後の犬
は私が中学２
年で、土佐犬とポインターの雑種（珍しい）
でした。亡くなった時にあまりのショックで
犬愛を封印していましたが、とうとう我慢で
きずに最近家族の一員として迎えました。彼
がいつもこんな顔で仕事から疲れた私を待っ
ててくれます。みなさん、我が家の犬や猫や
ペットが一番可愛いと思ってらっしゃると思
います。しかしうちの犬が一番可愛いです
（笑）。忙しくしている毎日ですが彼を見る
と休息万事の必要性を思い出させてくれま
す。自分の事を置いて走ってきた日々でした
が、今は時間に追い越されないように心の充
足を心がけたいと思う日々です。

私の犬事情

玉名郡市　城井歯科医院　城井 かおり

　今回寄稿させて頂くことになりました玉名
で開業しております城井かおりと申します。
昭和31年亡両親が城井外科医院を開業し、
その一室を歯科室にして母が開業した後に継
承しております。
　折角のご指名で何か面白いことを書けない
かなーと思い返すのですが、なかなか浮かび
ません。
　東京歯科大学を卒業後鹿児島で２年間勤
務、その後家の事情でそろそろ実家の医院で
と呼び戻された頃、ある勉強会に立ち寄らせ
ていただきました。その時初めてケースプレ
というものを見学させていただき愕然としま
した。勉強不足の私には内容が珍紛漢紛で、
同じ歯科医なのにこれはまずいっ…と思い早
速入会、暫くはセミナー通いもしました。知
らない事を知る楽しさは好きであっという間
に何年も過ぎて気づいたら今になっておりま
した。その間沢山の素晴らしい先生方に出会
い、臨床の在り方、考え方を教えていただい
た事は自分の毎日の臨床の裏付けになりとて
も感謝しております。
　以前から過酷じゃない程度に体を動かす事
が大好きで、大学時代はバスケ部、その当時
うちの大学は女子バスケット部はなくて、最
初同期４人でクラブを作りました。その後夏
のオールデンタルでも試合がしたいと思い始
め、その当時女子バスケ部があった大学にメ
ンバーで交渉に行き、試合を成立させたのを
覚えています。最初は４校スタートでした。
今や当たり前のように試合が行われている事
が嬉しく思います。現在はテニスに夢中で
す。テニスが上手になったらゴルフに戻る予
定で始めたのですが、悲しいかな、まだ戻れ
ません。しかし特に良いゲームができた日は
嬉しくて冷たいビールとニンニクお肉を頂く
ことが至福の喜びになり、すっかりオヤジが
板についてしまいました。

熊歯乙女の
ひとりごと○

人間に優しい優勝犬むつ

27

後輩も増えて練習に勤しんだ日々 １歳８ヶ月愛犬ヌーピー　トイプーとコッカースパニエルのミックス



熊歯会報 Ｒ．５．４

― 30 ―

受章・受賞おめでとうございます

叙　　勲

瑞宝双光章
武末　憲一 会員

叙　　勲

瑞宝双光章
一瀬　英輔 会員

熊本県知事表彰 日本歯科医師会会長賞 日本学校歯科医会
会長表彰

文部科学大臣表彰 厚生労働大臣表彰

江藤　寛文 会員 八木　義博 会員

赤尾　浩彦 会員 中川　純一 会員 嶽本　政久 会員

熊本県高等学校保健功労表彰 学校保健功労表彰
谷口　守昭 会員 許田　淵仁 会員 山村　礼二 会員

― 令和４年度 ―

（順不同）
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所管 日付 摘要 出務者

総　　務

１月24日 【Web】災害歯科保健医療研修強化事業意見交換会（八代保健所管内）
【Webex】（１）講演、講師：宇治常務理事（２）意見交換会

【会館】牛島専務理事、永松・宇治
常務理事【Web】松本副会長、石井
理事

25日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎） 椿副会長

【Web】第21回理事会
【承認事項】
（１）新入会員の承認（２）関係機関・団体からの役員等推薦
（３）後援名義使用・共催依頼
【議　　題】
（１）令和５年度熊本県歯科医師会会計収支予算書案
（２）令和５年度熊本県歯科医師会積立金予算書案
（３）関係機関及び都道府県歯への会報発送停止　ほか
【協議事項】
（１）グループ保険の加入促進

【会館】伊藤会長、牛島専務理事、
増田・水上監事【Web】上記以外全
役員

28日 【Web】第２回各郡市会長・専務理事連絡会
【Webex】（１）報告（２）協議

伊藤会長他全常務理事以上、工藤理
事

30日 令和４年度（2022年度）熊本県エイズ対策会議（県庁） 牛島専務理事

31日

音響設備打合せ 宇治常務理事

第４回選挙管理委員会
（１）会長予備選挙選挙権者名簿（２）会員への会長予備選挙立候補届出の結果通知
（３）会長予備選挙立候補者への立候補届出の結果通知　ほか

中原委員長他７委員

２月１日
【Web】第31回常務理事会（県歯会館、各診療所）
（１）後援名義使用共催依頼（２）役員報酬等の変更
（３）若手歯科医師活躍推進意見交換会　ほか

【会館】伊藤会長、牛島専務理事
【Web】他常務理事以上全役員

６日 【書面決議】県海外技術研修事業後援会総会 伊藤会長

７日

防災倉庫打合せ
（１）業者との打合せ 牛島専務理事

県保健医療推進連絡協議会（ホテル熊本テルサ） 伊藤会長

８日

県国保運営協議会（ホテル熊本テルサ） 牛島専務理事

熊本労災病院病院歯科整備要望 宮井副会長、山口八代歯会長、岡㟢
事務局長

【Web】支払基金審査運営協議会（診療所） 伊藤会長

故森一先生叙位伝達式 伊藤会長

10日

人生100年くまもと健康づくりトップセミナー（ホテル熊本テルサ） 牛島専務理事

【Web】令和４年度災害歯科保健医療強化事業研修会リハーサル
【Webex】（１）当日の流れ・接続確認（２）講師との打合せ（講師：田上大輔会員）

【会館】宇治常務理事、椿・石井理
事【Web】松本副会長、牛島専務理
事、永松常務理事、田上大輔会員

11日 第８回熊本県歯科口腔外科研修会（熊本大学病院医学総合研究棟３階） 伊藤会長、椿副会長

13日

本会事業・会計監査　１月末現況監査
増田・水上監事、伊藤会長、宮井副
会長、牛島専務理事、宇治常務理
事、吉永会計士

県健康づくり推進課砥上医師挨拶 伊藤会長、牛島専務理事

第32回常務理事会
（１）新入会員の承認（２）第４種会員の異動（３）後援名義使用・共催依頼　ほか 伊藤会長他常務理事以上全役員

14日 【Web】令和４年度災害歯科保健医療強化事業研修会
　講師：阿蘇郡市歯科医師会　田上大輔会員

【会館】松本副会長、牛島専務理
事、永松・宇治常務理事、椿・石井
理事【Web】田上大輔会員

15日 月次監査　１月末現況監査 増田・水上監事

16日 第36回中規模県歯科医師会連合会会議（アルカディア市ヶ谷） 伊藤会長、牛島専務理事

17日

県口腔保健支援センター出務（県庁） 宇治常務理事

第135回都道府県会長会議（日歯会館） 伊藤会長

第45回全国歯科保健大会準備会 牛島専務理事、宇治常務理事

18日
第２回九州各県会長会議（ホテル日航大分オアシスタワー） 伊藤会長

第２回九地連協議会（ホテル日航大分オアシスタワー） 伊藤会長、宮井副会長、牛島専務理
事、永松常務理事、岡㟢事務局長

19日 第２回九州各県事務局長連絡会（大分県歯会館） 岡㟢事務局長

会 務 報 告 自　令和５年１月23日
至　令和５年２月19日
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所管 日付 摘要 出務者

学　　術

１月25日 【Web】第10回日歯学術委員会（診療所） 馬場理事

27日 九州地区日歯生涯研修セミナーリハーサル　日歯およびJCSとの接続テスト 宇治常務理事、馬場理事、内野委員
長他１委員

28日 九州地区日歯生涯研修セミナー　講師との打合せ 馬場理事、内野委員長他３委員

29日

九州地区日歯生涯研修セミナー
　テーマ「シームレスな歯科医療の提供を目指して」
　第１講演「医療的ケア児と小児在宅歯科医療」
　　講師：日本歯科大学 田村文誉先生
　第２講演「摂食嚥下機能の診断とリハビリテーション」
　　講師：東京医科歯科大学大学院 戸原玄先生　受講者　会場34人　オンライン676人

２月９日
市歯会共催学術講演会
【Webex録画】演題『HIV感染症/エイズ・新時代』
　講師：熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 特任教授 松下修三先生
　受講者：30人

15日 【Web】都道府県スポーツ歯科担当理事連絡協議会（診療所） 馬場理事

17日 学術委員会　歯と全身の関連、ＣＴ撮影依頼 馬場理事、内野委員長他全委員

社会保険

１月26日
【Web】社会保険委員会（各診療所）
（１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
（３）歯初診施設基準研修会　ほか

椿副会長、舩津・野田理事他10委員

28日 社会保険個別相談会　相談者：１人 桐野委員長他４人

30日 社会保険医療担当者監査（熊本第二合同庁舎） 舩津理事

２月４日
「歯初診」施設基準研修会
（１）院内感染防止対策、新興感染対策
（２）日歯E-systemを利用したeラーニングでの施設基準研修について　受講者：41人

伊藤会長、椿副会長、野田理事、桐
野委員長他３委員

９日 保険個別指導（熊本第二合同庁舎） 清藤・原田委員

14日 社会保険医療担当者監査（九州厚生局） 舩津理事

18日 神奈川歯科大同窓会熊本県支部社保説明会 野田理事

地域保健Ⅰ

１月28日 地域保健委員会Ⅰ
（１）啓発チラシ（２）歯の祭典 髙水間理事、郷原委員長他４委員

２月１日 青山製作所事業所健診（青山製作所熊本工場）　受診者：13人 歯科医師１人、歯科衛生士１人

８日 青山製作所事業所健診（青山製作所熊本工場）　受診者：13人 歯科医師１人、歯科衛生士１人

17日 歯科保健推進会議
　県健康づくり推進課事前打合せ（県歯会館・診療所） 【Web】松本副会長

地域保健Ⅱ

１月27日 【Web】歯科歯科（訪問歯科）連携モデル地区事業会議（各診療所）
（１）状況報告（２）オンライン研修会（３）口腔ケアステーション　ほか

【Web】松本副会長、長野常務理
事、町田理事、赤尾委員長、岩本上
益城郡歯会長

30日 在宅歯科医療打合せ
（１）シンポジウム開催依頼 松本副会長、長野常務理事

２月14日 第２回健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 松本副会長

16日
【Web】モデル地域と打合せ（各診療所）
（１）在宅歯科医療連携各郡市担当者会次第（２）モデル地域より報告内容検討
（３）各郡市歯会アンケート

松本副会長、長野常務理事、町田理
事、赤尾委員長他５委員

広　　報

１月23日

Lalalaテレビジョン打合せ（診療所）
（１）Lalalaテレビジョンについて 神㟢理事

【Web】広報委員会
（１）熊歯会報２月号　第２校目校正

【会館】神㟢理事、秋山委員長他２
委員【Web】他４委員

27日 Lalalaテレビジョン打合せ 神㟢理事

２月８日 【Web】広報委員会
（１）熊歯会報３月号　第１校目校正

【会館】神㟢理事他２委員【Web】
他３委員

17日 【Web】広報委員会
（１）熊歯会報３月号　第２校目校正

【会館】神㟢理事、秋山委員長他２
委員【Web】他３委員

学校歯科

２月３日 日学歯第２回予算決算特別委員会（日歯会館） 石井理事

７日 第２回強化専門委員会・第２回スポーツ医科学専門委員会合同会（ホテル熊本テルサ） 宮井副会長

８日 各郡市学校歯科担当者会議　講師：宮崎修一先生
【会館】伊藤会長、宮井副会長、牛
島専務理事、宇治常務理事、石井理
事、髙田委員長他全委員

９日 【Web】県学校保健会第２回総務委員会（診療所） 伊藤会長

10日 県高等学校保健会第３回理事会（熊本商業高校） 宮井副会長

15日 日学歯加盟団体長会（日歯会館） 伊藤会長

16日
第21回九州地区健康教育研究大会熊本県実行委員会（県医師会館） 宮井副会長

第２回学校保健会理事会（県医師会館） 宮井副会長
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所管 日付 摘要 出務者

医療対策

１月29日

【Web】都道府県歯科医師会医療安全担当理事連絡協議会（診療所） 椿理事

【Web】医療安全研修会（診療所） 椿理事

【Web】医療事故調査制度研修会（各診療所） 椿理事他２委員

30日 医療対策委員会
（１）事例報告検討（２）委員提出協議題（３）理事報告

永松常務理事、椿理事、町田委員長
他８委員

２月15日 有歯会講演会（国際交流会館）
　演題「医療トラブル等の現状について」 椿理事

センター・
スペシャル
ニーズ

１月31日 センター契約ＤＨ個人面接 椿センター長

２月１日

【Web】センタースペシャルニーズ小委員会（各診療所）
（１）施設ヒアリング（阿蘇郡市・上益城郡・山鹿市） 五島理事、我那覇委員長他２委員

【Web】センタースペシャルニーズ小委員会（各診療所） 五島理事、我那覇委員長他２委員

６日 センター定例ミーティング（口腔保健センター）
（１）衛生士個人面談（２）求人（３）口腔ケア事業　ほか 椿センター長、五島理事

13日 【Web】センタースペシャルニーズ小委員会（各診療所）
（１）施設ヒアリング（熊本市） 五島理事他３委員

厚生・医療
管理

１月31日 【Web】医療管理講演会打合せ（各診療所）
（１）医療管理講演会進行 工藤理事、牧委員長他１委員

２月３日 歯科衛生士バンク打合せ
（１）歯科衛生士バンクLINE 工藤理事、牧委員長他１委員

７日 歯科衛生士バンク打合せ
（１）歯科衛生士バンクInstagram 工藤理事、牧委員長他２委員

10日 歯科衛生士バンク打合せ
（１）LINE発信等操作作業 工藤理事、牧委員長他２委員

16日 【Web】医療管理講演会（県歯会館・診療所）
【Webex】講師：井戸隆一郎先生　受講者：35人

【会館】宮井副会長、工藤理事、牧
委員長他３委員【Web】他２委員

医療連携

１月23日 医療連携委員会
（１）糖尿病・歯周病医療連携マニュアル（２）研修会リハーサル 松本副会長、三森理事他５委員

24日 県医療・保健・福祉団体協議会第１回企画委員会（県医師会館） 三森理事

30日 【Web】糖尿病・歯周病医療連携研修会・検討会
　受講者85人　講師：熊本大学大学院 古川昇准教授

伊藤会長、松本副会長、三森理事、
太田委員長他４委員

31日 宇城総合病院と回復期連携覚書取り交わし（宇城総合病院） 伊藤会長、三森理事、吉永下益城郡
歯会長

２月６日 球磨郡公立多良木病院と回復期連携覚書取り交わし（球磨郡公立多良木病院） 伊藤会長、三森理事、向江球磨郡歯
会長

７日 【Web】回復期運営協議会の打合せ（各診療所） 松本副会長、三森理事

13日 【Web】医療連携委員会（各診療所）
（１）がん連携アンケート（２）回復期・がん運営協議会・8020評価会議後

松本副会長、三森理事、太田委員長
他５委員

学　　院

１月24日 【Web】学院臨床実習施設反省会 伊藤会長、東学院長、秋山・弘中副
学院長、正清教務部長他全教務委員

25日 【Web】第21回理事会 東学院長

27日 学院戴帽式 伊藤会長、東学院長、秋山・弘中副
学院長、正清教務部長

２月４日 学院一般一次・社会人二次入学試験
　受験者：10人（一般：７人、社会人：３人） 東学院長、秋山副学院長

７日 学院教務委員会 東学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長他３教務委員

８日 第３回学院入学試験委員会
伊藤会長、東学院長、宮井・椿・松
本副会長、牛島専務理事、秋山・弘
中副学院長、正清教務部長

９日 学院夢の道しるべ事業特別講演会 弘中副学院長

10日 学院一般一次・社会人二次入学試験合格者発表　合格者：10人

国保組合

１月26日
第４回国保理事会
（１）規約の一部改正（案）（２）規程の一部改正（案）
（３）令和５年度役職員退職手当積立金の処分　ほか

伊藤理事長他全役員

２月３日 【Web】全協理事長・役員研修会（診療所） 伊藤理事長

８日 【Web】国保連合会理事会（診療所） 伊藤理事長

10日

国保組合監査
　令和４年度１月末現況

片山・守永監事、伊藤理事長、桑田
常務理事

第５回国保理事会
（１）令和４年度通常組合会日程

伊藤理事長他全役員、田中議長、宮
坂副議長



事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2021年の還元率 48％）
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　春の陽気に誘われて、外出する機会が増えてきました。マスクの着用も個人
の判断に委ねるということですが、まだまだ着けている人の方が多いですね。
　私も着けている方が安心しますが、いつ外してもいいように今まで手抜き
だったお化粧だけはちゃんとするようになりました。（笑）

（K.M）

主な行事予定 5 May

17日（水）

24日（水）

第37回常務理事会 

第25回理事会 

編 集 者 の つ ぶ や き

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

県立大学生が若者への
オーラルケアの情報を発信しています！

熊本県歯科医師会公認の
オーラルケアサポートアカウント


